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市 場 名 開設年度
一宮村牛馬市 元禄 2年
建部新町 11 11 10 
西片上村 11 宝永 4
周匝村 11 享保19
加茂市場村 H 延享 3
金 JI ノ 宝暦10
藤野村牛市 安永 I
矢田村 11 11 2 





























せり頭数計 479頭)，秋田県 13カ所(設立年次不詳.せり頭数 1，586頭)，宮城県 2カ所，そのほか岩手



























i'l: 1) 農林省中四国農試:家畜市場の話， p.21 (1951). 
2) 帝国競馬協会:日本馬政史第2巻， p. 190-194.同協会，東京 (1928)・
3) 同上，第3巻， p. 509-510. 
4) 横山一俊:御調郡誌， p.145，御調郡教育会，広島 (1939). 
5) 生R1 清:大1/1をめぐる人文風景(石凹寛・横山英治，大山博労座，岡山史学， No.6. 16 
-49) (1960). 
6) 農林省.農務顛末， ~4 巻， p. 533-567，農業綜合研究刊行会，東京(1955). 
7) 兵庫県畜産課.兵庫県の音産，兵庫(1922). 
8) 島根県内務部第4課:島恨産牛馬沿革誌， p.47，松江 (1900). 
9) 同 上 ， p.48. 
10) 前掲，大山博労座， p.25. 
11) 石/1] 貨:岡山落における1:馬Ttiならびに牛馬lこ関する考察，瀬戸内研究， No.13・14合併
41・， 1-58 (1961). 
12) 同 I~.
13) 同上.



























































































注 1 ) 前掲日本馬政史第2巻， p.62. 
2) 同上， p.65. 
3) 森嘉兵衛:南部の馬(日本産業史大系，東北地々編)， p. 188，東京大学出版会，東京(1960). 
4) 前掲，馬政史第3巻， p. 189-194. 
5) 向上，第2巻， p.466. 
6) 同上 ， p.464. 
7) 向上，第3巻， p.516. 
日) 寛政4年lこ米沢藩の買上馬 1頭2両2歩とあるが(前掲，日本馬政史第 3巻， p.492).当時












































































































































家者市場法の制定されたIl)j治43年の統計では， 全国の家南市場総数665カ所のうち， 65 %の 429カ
!日}が産牛馬組合開設のせり市となっており 21)， 翌44年の農商務省調査による家畜市場種類別の統計で








?? 、hrfJ 設 定 期 臨
数 村町
. -
大正 5年 1，588 25 58 58 807 26 
10 2，333 404 41 120 110 133 1，405 46 
昭和 l 2，396 194 13 100 3 1 43 35 978 21 
5 1，939 169 13 110 2 1 24 20 891 19 
10 2，200 161 10 119 10 9 13 992! 20 
15 306 7 6 4 l，1921 13 




























⑦ 産牛馬組合は午馬の改良を目的として， 1j--応の'Ufr'Uこ従事するfiの組織であったに対し， 75産組





































詫 1 ) 前掲， 日本馬政史第5巻， p. 161. 
2) 1IrttJ，南ift5の応， p. 184. 
3) 岸 英次:南部長ヲ産の概況と馬産経営の展開(青森県の農業). 
4) 農業発達史調査会:日本農業発達史第5巻， p.230，中央公論社，東京 (1955). 
5) 青森県立凶書館編:明治前期における高局長誌， p. 111， ( 1952) . 
6) 前掲，日本馬政史第5巻， p. 163. 
7) 同上， p. 163. 
8) 金沢殖午会社(石川県，明治 7年)，亦城牧村(崎玉県， IYJifi6{ド)， 灰野畜産会主J:(長野





牛会社の設立をみた.神石郡教育会:神石郡誌， p. 184，同教育会，広島 (1927). 



















15) 前掲，農林行政史第3巻， p. 199. 
16) 比婆郡産牛馬畜産組合.比婆郡の畜産， p.146，同組合， }I:原(1917).
17) 協同組合研究所・資産農業協同組合に関する併究， p.37，同研究所，東京 (1954). 
18) 明治42年議員提出の形で出された「獣音市場法」が「家畜市場法_j!こ改められ，次の国会
で成立した. 明治43年3月 18日法律第 l号公布， 同年 12月農商務省令第 26号同法施行
規則，同44年2月 1日施行，同 45年 I部改正(法律第 20号). 
19) 私設家畜市場とは家畜商の経営によるものである.
20) 明治43年 12月農商務省令第 27号公布， 同44年2月 1日施行， 昭和 7年 10月 I部改正
(農林省令第31号). 
21 ) 前掲，日本馬政史第4巻， p.699. 
22) 農商務省:第2次本邦畜産要覧， p. 147，中央商産会，東京 (1918).
23) 大正4年 I月1日公布，法律第 I号，同法施行規則同年7月31日公布，農省務省令第17号，
同年8月 I日施行，大正 14年3月に一部改正.








































農 協 Fム入込 家団 三E日h 官司 そ団 不 合
I rt閃J，H 小
干言 のほ
分 県 .lil ，口、口~. 商体 社 人 か体|明|
北海道 i 119( 66) 119( 66) 119( 66) 
* ;[(: 120 ( 37) 106(106) 42 (24) 268(167) 4 12 286(167) 
1羽 東 3( 1) 20( 14) 23( 15) 6 9 8 2 48( 14) 
北 陸 17( -) 28 ( 28) 14( 2) 59( 30) 3 5 15 82 ( 30) 
東 UJ 25( 15) 18( 17) 10( 2) 53 ( 34) 4 6 1 75( 34) 
東 海 5(十) 24( 24) 9( 5) 38 ( 29) 4 45( 29) 
近 官民 3( 2) 64( 55) 2(-) 69( 57) 4 8 2 31- 86( 57) 
国 13( 12) 196(190) 24( 5) 233 (207) 3 21 - 240(207) 
四 国 56( 56) 1 ( 1) 57 ( 57) 59( 57) 
九 州、| 75( 62) 200(195) 17 (15) 292(272) 5 2 2 8 310(272) 






















j山県名! 条例名祢 l 家畜の種類 l 市場の種類 |芸品脇
北海道 |家畜市場取締条例 |牛・馬・豚・めん山羊!定期・臨時 | 
青 森 // 牛・馬 // 
)#: ~~" 手 家畜市場開設条例 .tl二・馬・!ほ・めん山羊 // 
g 城 家畜市場取締条例 // // 
北 秋 田 // 午・応・めん山羊 // 
島 // 牛・応・豚・めん山羊| // 
重 // 1ド..m イI一 λY 近 仔牛売買取締条例
)]; 若1 家畜市場条例 牛・ 15・J事・めんi11+'?お，没・定期・臨時
畿 兵 Iキ: // 牛・応 /J 
和歌 UI // // 定期・臨時
R3 取 // 有/ノ // 
Iド 領駒完封取締条例
島 括主 家畜市場条例 // 
// // 
慎駒売買取締条例
!河 iJl 仔牛仔馬公正取引条例 // // 
広 島 家藷市場条例 /1 
国 仔牛仔馬主主正取引条例 // 
~LJ 口 家畜市場条例 牛.}.!J・豚・めん山羊 定期・臨時
徳 島
// Lj二・応 有// 
四 仔牛仔馬せり売条例
香 ) 1 家畜市場条例 H 常設・定期・臨時
国 愛 媛 // 牛・応・豚・めん山羊 定期・臨時
高 知 // 11 常設・定期J・臨時l




// // // 
// 
大 分 家畜市場条例 // // // 
犠駒取引条例
ナト| frr z j内 家藷取引条例 /1 // // 






























































































f.!li与することがある. すなわち和牛は伺体ごとに商品としての形がちがい， 組 (Iot)の取引がおこなわ








的な取引の方法であるかによって評価さるべきである. しかし「家畜取引法」に規制されて， 昭和 42
年 1カ年聞に全国の家予言市場で取引された和牛 650，693頭のうち，せり場以外で市場取引されたものは



















注 1 ) 農林中央金庫:肉牛統計， p. 112， (1966). 
2) 音声主農協の事業収入のうち市場収入の占める割合は，同11県の場合，和牛肥育地帯で:-55%，
育成および繁殖地帯で 80%であった.協同組合経常研究所:特殊農協の尖態と展望， p.53 
同組合，東京(1958). 
3) 広島県1f牛仔馬公正取引条例(昭和 23年)による.なお条例違反に対しては 2万円以下の
罰金・拘留または科料となっている.
4) 例えば岩手県上閉伊郡畜協の市場規定では「組合員の生産した家畜が左の年令に達したる
ときは， この市場lこ出イ~j し価格の決定を受けなければならな ò'_Jとして，馬明け2才， 4二・
豚・緬羊・山羊当才をあげている.




7) 前淘，家者取引尖態調査参考資料 1: p. 133. 





























態などについて， 2， 3の分析をおこなったが，本稿ではせり市出荷の強制慣行， ならびに市場におけ
るせり取引の法的規制における暦史的な背景を探ることを試みた.
注 1 ) 小野茂樹:仔牛せり市におけるせり人と買手について，広大水畜紀要. 1， 95-115 (1955). 
同 上:家畜市場における「本人せり」の問題，農業と経済， 21 (12)， 15-20 (1955). 
向 上:夜産市場論(畜産大系，第 15編)，養賢堂，東京 (1958). 
SUMMARY 
In ]apan， the trading in the livestock market is now enforced by law and is to be performed by the 
auction method. Moreover， inmany producing centers of calves， producers are compelled to consign 
their calves in auction markets according to the ordinances of their own prefectures. In this way， the 
livestock auction in ]apan is imparted with a peculiar economic mission and character in the marketing 
of livestock. 
One of the earliest auctions for selling livestock on which informations are available now， was the one 
established in Shirakawa in the north-eastern erea of ]apan in 1629. It was an auction of 2 years old 
foals. There are no informations available for these periods in regard to the auction of cattle. The 
present method of auction in marketing cattle was started in the Taisho era (1912-1926) by producers' 
associations in the Chugoku district. 
Through investigation of the historical and economic development of these auction markets， this 
research-paper intends to analyze the characteristics and details of functions in marketing cattle. 
